
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

兵庫えんだより 
兵庫県社会福祉協議会 生活支援ニュースレター 第 34 号 

（縁 ・ 円 ・ 援） 

このニュースレターは、市町社協の生活支援コーディネーター、住民等が創意工夫し

ながら行われている生活支援、地域活動をお伝えするために発行いたします。 

。 

令和６年１２月１６日、生活支援コーディネーター実践セミナーを開催いたしました。今回は、地域
支援事業実施要綱、介護予防・日常生活支援総合事業のガイドラインの一部改正をテーマに、厚生労
働省 岸氏から政策説明を受け、生活支援コーディネーター、市町担当者、組織管理者等と対話を重
ね、この改正の本質を探りました。（参加者126名） 
 
 
 

地域支援事業、総合事業 フルモデルチェンジ！ 

【発行元】（令和 7 年２月 10 日発行） 
〒651-0062 神戸市中央区坂口通 2 丁目 1 番 1 号 

兵庫県社会福祉協議会 地域福祉部 
TEL 078-242-4634 FAX 078-242-0297 

E-Mail: seikatsushien@hyogo-wel.or.jp（担当：富永・永坂） 

 

[説明の骨子] 
①なぜ、フルモデルチェンジになったのか 
②どういう議論が行われたのか 
③どういう方向性になったのか 

《政策説明》 
「地域支援事業実施要綱及び介護予防・日常生活支援総合事業のガイドラインの一部改正について」 

 

 【 厚生労働省老健局認知症施策【・地域介護推進課 地域づくり推進室長補佐 岸【英二氏】 

～生活支援体制整備事業に関する事項を中心に～ 

なぜ、フルモデルチェンジになったのか 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

どういう議論が行われたのか 

どういう方向性になったのか 

 

岸氏講演資料 

岸氏講演資料 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講師：兵庫県立大学 教授 竹端 寛氏】 

行政のプロデュース→人が元気になること、ここで暮らし続けられることを行政だけで考えるの
ではなく、地域、専門職、企業等、思っていることを言葉にし、地域の力を引き出し、折り合い
をつけながら、最適なシステムは何かを考えて地域に落としていく役割。 

会場との対話でさらに深まる！ 

疑問、意見、不安等で白熱する会場 

多世代に関わる→高齢者支援は高齢者分野だけに関わることが正しい方法ではない。高齢者が地
域で暮らすには、移動、見守り等さまざま。産業、交通等も生活支援体制整備事業と重なってい
る。高齢、障害、子育て、生活困窮など、障害者が障害者だけ、子育て世代だけで地域で暮らし
ているわけではない。であるならば、高齢者も当然、高齢者の支援を考えるときに高齢者分野だ
けに目を向けていたならできない。 
 

専門職が地域に関わる→これから、要支援がどんどん増えてくる。ならば、元気な人が増えれば
いいのではないかという考え。介護保険制度も次世代につなげていくためにどのような取り組み
にするか、行政だけが考えることではない。元気高齢者が増えるために地域でできること、やり
たいこと（やらせるではない）を地域から引き出す。そこに専門職がかかわっていく。元気なう
ちから要支援になってもここで暮らしていける体制をつくっていく。必要であれば、民間の力を
借りる。 
 

住民への説明→「介護保険サービスが足りなくなるからあんたた
ちやって」という説明をしてはいけない。みなさんは、この地域
でやりたいことをやってくれる仕組みを、包括も生活支援 CO も
絡んで、行政としてもちゃんと考える。それは高齢者の選択肢を
拡大することという説明をしていく。 
 
 

財源の問題→財源が重なった活動の場合、行政から実績を明確にすることを求められる。 
どのお金を使って政策を実現するのかも行政のプロデュースの一部。国も農林水産省、国土交通
省、厚生労働省等、それぞれがまちづくりを行っている。介護の部局だけでは地域は作れない。
だから、社協か生活支援 CO かということすらすごく小さなことかなと思う。反対に役に立つお
金として地域に落とさないといけない。行政として、うまく説明、仕分けしていかないといけな
い。庁内連携が必要。 
 

※紙面の関係上、対話の一部のみ掲載
させていただいております。 
詳細は動画をご覧ください。 

 登壇者】（左から） 
淡路市社協【岩城和志氏 
三田市社協【畑【 【清美氏  
NPOなごみ【田村幸大氏 

制度改正を実行するのが難しい→行政がやるべきことは、介護保険制度の 10 年先、2035 年、
2040 年まで地域を残して次の世代に渡す。行政が変わらないといけない。今まで通り暮らせる
地域なのだとプレゼンをできるかどうか。それが結果的に、80歳、85 歳の方が自立して地域で
暮らせ、保険体制が安定していく。具体的にどうするかは、個々にいるみなさん一人ひとりが
何をなすべきかと考えると、まさに対話と協議が大切。 
・85歳の高齢者が増えて要介護ニーズが跳ね上がるタイミングで「今のままで大丈夫ですか」
と考えた時、高齢者の皆様の意識、プランを作る包括、住民の力を引き出すコーディネーター、
市町村もみんな変わらないといけない。 
 
 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岸氏講演資料 

岸氏講演資料 

岸氏講演資料 

～総合事業及び介護予防ケアマネジメントに関する事項を中心に～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岸氏からのメッセージ 

 編集後記】今回は、8月に突然届いた制度改正のお知らせに、衝撃をうけ、これは大変だ！と急
遽、研修内容の方向性を変えてこの会を開催させていただきました。しかし、この制度改正に担当
者として尽力された岸氏の穏やかな中にも、熱い思いを感じ、兵庫県で生活支援 CO【、市町担当者、
管理者とともに対話で深められたことは、これからの、地域の人々にとって、とても大きな財産に
なると感じた一日でした。 

もう閉会の時間なんですけど、ちょっと長めに喋っても大丈夫ですか。自由であるっていうことは
役人にとって辛い。1 つのことに対して１つに答えが定まることほど楽なことはないのですが、これ
から、介護保険制度は正念場。今までの介護保険サービスは、もう難しくなってくる。その時に、今、
動かなければ誰が困るかと言うと、多分皆さんの次の世代です。今が良ければ、それが良いと思うな
らば、多分何も変わる必要はなくて、緩やかに弱っていく地域を眺めていくってことになるのかなと。
そして、介護サービスは使いづらくなっていって、だんだんと保険者の皆さんは、もっともっと窮屈
になっていく。私たちの仕事というよりは、次の世代に対して、いかに責任を取るのかっていうとこ
ろが、大事なんだろうなと思いました。答えは多分ないです。そして、大変なことだと思います。我々
は知らないです。2040 年の日本がどうなってるか見たことがないんで。でも、5年、10 年先を考える
時に、ここにいらっしゃるお 1人お 1人が 何をなすべきか。めんどくせえっていうのもわかります。
大事なことは、多分、市町村だけに任せない、包括だけに任せない、SCO だけに任せない。皆さんが
それぞれ孤立するようなことがない形で、この地域を一緒に、考えていただくためのきっかけになれ
ばいいなと思ってます。総合事業を使うか使わないか。それはお任せします。総合事業がなくても、
民間の活力でできる、保険外としてできることもあります。他の補助金でできることもたくさんあり
ます。  

でも、総合事業を使いたいと思った時に、障壁となる部分っていうものは、ことごとく今回取り払
ったつもりです。使いやすい制度、皆さんが使おうと思った時に、使いやすい制度に切り替えたつも
りでいますので、ぜひ活用いただけるとありがたいなと思います。 

包括支援センターと SCO の連携っていうのはすごい大事です。包括と SCO が より繋がる、 そして
お互いの業務がシェアできるような仕組みっていうものを今検討していますので、ご紹介させていた
だきました。今日はありがとうございました。 

 

「やりたいことに、力をあわせると、多様な人がつながった！」（芦屋市社協） 
 この一芸披露会は、昨年、生活支援COが地域の高齢者の一芸披露会をしようというところから

始まりました。今年は、CG・J（小学生頃から町の環境美化、ごみひろい等をしているグル－プ）

の高校生が見事な司会をされていました。一芸披露するのは、高齢者だけでなく、病を抱えながら

も「あきらめない」を伝え続けるご当地ヒーロー、CG・Jの先輩を見習い参加した中学生のコーラ

スグループ、発達に合わせたバレエなど、5歳から80歳代まで年齢も背景もさまざまな人たち。

この場の運営や協力は、CG・J、昨年の参加者、ほっとかへんネット、郵便局長などに広がり、こ

の会が終わったあとには、会場中が暖かい空気に包まれました。運営委員となっていた高校生は、

「楽しいです！」と頼もしく語ってくれました。生活支援COはここで、多様な人をつなぎ、さま

ざまな人の参加と役割と担い手をつくる一芸を披露したのではないかと感じました。 

今回の改正のポイントをいくつか含めばこうなるのかと気付かされた場でもありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活支援 CO「えん巡りの旅」：こんなことありました！ 

各市町の活
動を教えて
ください。 

 

 



令和 6 年度 生活支援コーディネーター実践セミナー 

（動画リンク先） 

 

【動画№1-1】 

厚生労働省説明 生活支援体制整備事業に関する事項を中心に（その 1） 

  https://youtu.be/_g28RUu9ca0 

 

【動画№1-2】 

厚生労働省説明 生活支援体制整備事業に関する事項を中心に（その 2） 

  https://youtu.be/KrPbMonCLbs 

 

【動画№1-3】 

対話・質疑（生活支援体制整備事業その 1） 

  https://youtu.be/5vbwHASRm2Y 

 

【動画№1-4】 

対話・質疑（生活支援体制整備事業その 2） 

  https://youtu.be/maO0lT86ls0 

 

【動画№2-1】 

厚生労働省説明 総合事業及び介護予防ケアマネジメントに関する事項を 

中心に 

 https://youtu.be/0I2z1inTzyQ 

 

【動画№2-2】 

対話・質疑（総合事業及び介護予防ケアマネジメント） 

 https://youtu.be/fM3OY3xjBKc 

 

【動画№3】 

対話・まとめのコメント 

 https://youtu.be/Ke2sUr9xttY 
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